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    ジュエリと卵の妖精

    JEWELY - with the egg faily -

    

    「ジュエリ！　いつもそうやってぼんやりしてるから、失敗ばかりするんですよ！」

    　年季の入ったしわの寄った指先がジュエリの鼻先に突きつけられる。お説教をする銀縁眼鏡の白髪の老婦人。少し頬を膨らませ、だまって小言を聞いている少女。こんな風景も、この屋敷ではもうよくある光景になっていた。

    　といっても、今のこの小さな屋敷の住人は、ジュエリと彼女の祖母のジェンカだけ。毎日のように繰り返される2人のやりとりも、朝日が差し込む窓の外で小鳥ぐらいしか聞くものがいない。

    「だから、前掛けのひもはちゃんと縛っておくようにっていつも言ってるんです」

    　木机の上の半分に割れた大きな茶色のガラス瓶を横目で見ながら、ジェンカは腰に手を当ててため息をつく。

    「いいこと。早くこのガラス瓶を片づけてしまうんですよ！」

    　だが、その言葉の半分もジュエリが聞いていないことをジェンカは知っていた。

    　あきれたような顔をしたまま、老婦人はジュエリに背を向た。

    「はーい、おばあさま」

    　ジュエリは、わざとその背中に元気よく言ってみせた。

    　

    「いやになっちゃうわ…」

    　割れたガラス瓶をめんどくさそうにくずかごに放り込みながら、ジュエリは今日すでに何十回目となる愚痴をこぼした。

    「まったくさ、16の乙女を何だと思っているのかしら…」

    「何をぶつぶつ言っているんだい。さっさと、仕事を済ましておしまいなよ」

    となりの部屋から声が飛ぶ。

    「はーい、おばあさま」

    　ジュエリはそう答えておきながら、心の中では舌を出してみせた。＜おばあさま＞は隣の部屋にいるので、こちらの姿は見えないはずだった。が、それでも用心しなければならない。

    　何と言っても、祖母はこの辺りでは名を知られた＜魔女＞だからだ。

    　今まで、何度お小言を聞かされたことか…。数えたらきりがない。

    　黙ってれば、優しそうな人のいいおばあさんにしか見えないのにねぇ…。

    　でも、いやな仕事はいや！　それは変えようがないわ！

    　

    　ジュエリは16歳の魔法使い見習い。くるくるした明るい茶色の目をしていて、一見しただけで元気がよさそうだと分かる女の子。肩まである鳶色の髪は大きなワインレッドのリボンでとめている。靴はリボンとお揃いのワインレッド。服は白いブラウスにサファイヤブルーのロングスカートを着ているのだが、その上の＜魔法使いの前掛＞のせいで、せっかくのお洒落も片無しとなっていた。

    　この＜魔法使いの前掛＞ときたら、暗いブルーグレーで、しかもかなりの年代物らしく、うす汚れたボロになっていた。何でも、魔法使いたる者はこういった前掛けをしないといけないのだそうで。着ること自体が儀式の一つだといわれている。とはいうものの、ジュエリにはいまいちピンとこない。

    　そういえば昔お母さんも着たって言ってたっけ。

    　壁に掛けた鏡に映る自分の姿を見ながら、ジュエリは祖母の言葉を思い出した。

    　しっかし、センスというものが無いのかしら。形を変えるとか、柄をつけるとか、…せめてあの色だけでも何とかして欲しいわよね。

     ジュエリは＜魔法使いの前掛＞を見る度に文句の一つも言いたくなる。

    ＜魔法使いの前掛＞は、首にひもを掛け腰の所を帯で後にとめるようになっていたけれども、ジュエリは帯を結ばずにしていた。彼女なりのささやかな抵抗。祖母には行儀が悪いって何度も怒られてるけど。

    　これぐらいは…ね。

    　この家でジュエリが魔女の修業を始めてから、もう3年。その間に、彼女がしたことといえば、祖母の仕事の後片付けと何だか分からない薬の調合だけ。

    　まったく、いつになったらちゃんとしたことを教えてくれるつもりなのかしら？　まさかこのまま、ってことはないわよね。まったく、ぼけちゃったんじゃないだろうけど…。

    　ジュエリは軽く頭をふってとりとめのない考えを追い払うと、はぁっというため息と一緒に机の上を片付け始めた。

    　

    「こんな片付けくらい、お得意の魔法でパッパーっとできないのかしら…」

    「何か言ったかい」

    　いきなり後ろで祖母の声がしたものだから、ジュエリはビクッとして手の中の花瓶を落しそうになった。

    「い…いえ、何でもありませんわ…」

    　花瓶を胸に抱えたまま、ジュエリは慌てて振り向いた。つつーっと頬を冷や汗がつたう。笑おうとしたけど、頬がひくひくっと引きつるだけ。

    　…こりゃまたお小言だわー。

    　しかし、しかしである。

    「…まあいいわ、私は今から用があって出かけるから、戻ってくるまでに部屋の片付けと63番の薬の調合を済ましておくのですよ」

    「は…はい、おばあさま」

    「じゃあ後はよろしく頼むわね」

    「はい！　行ってらっしゃいませ」

    ＜おばあさま＞はそれだけ言うと出かけてしまったのだ。

    　ラ…ラッキー！　ジュエリは思わずそう叫びそうになった。

    　

    　ジュエリの祖母ジェンカは立派な魔法使いである。おそらく村の誰に聞いても同じ答が返ってくるだろう。それはジュエリといえども認めざるを得ない。

    　もちろん、魔法使い自体はたいして珍しいものではない。こんな山間の小さな町ですら、何十人も自称魔法使いがいるくらいだ。学校でも基礎的なことはみんな学ぶし、卒業後、魔法使いを目指す者も少なくない。

    　だが、魔法だけで生活できるような本当に力の強い魔法使いとなるとそう滅多にいないのだ。ほとんどが何らか別の職業に就かざるをえない。

    　だから、ジェンカのような高名な魔法使いに弟子入りできる彼女を同級生のみんなは羨ましがった。

    　ジュエリは学校を卒業後、両親のそばを離れて祖母の所に住み込んでいた。ジェンカの家は赤い屋根の二階建の小さな家で、村の南の外れにぽつんと一軒建っている。

    　赤い屋根のお屋敷(？)と言えば、村では有名だった。

    　そりゃあ、私だっておばあさまの所で魔法を教えていただけるなんて運がいいと思うわ。でもねぇ…、おばあさまがもう少し細かいことにこだわらない人だったら…。ま、こんなの贅沢かもしれないけどさ。

    　それがジュエリの本音だった。

    　さて、と。お小言は免れたけど、おばあさまが帰ってくるまでに仕事を済ませないと、今度こそ本当にお小言だわ。とっとと済ませてしまいましょう、とジュエリは言われた仕事に取りかかった。

    　お小言よりは仕事の方がまだましだもの。

    　

    　ジュエリは、昔から本を読むのが好きだった。特に村の図書館にある冒険小説と呼ばれる類の本の中で読んでいないものはないといってもいい。小さな頃から、しょっちゅうベットの上で独り本を読みながら想像の翼を広げたものだった。

    　大きなお城の王子様に会ってみたい。冒険者になって、自由に世界を飛び回りたい。みんなをびっくりさせるほどすごい魔法が使えるようになりたい。それから、それから…。

    　大きくなった今では、もちろんそれが小説の中だけのお話であることは分かっている。でも、憧れはやっぱり今でもなくならない。

    　それに、ジュエリが特に魔法使いに憧れるのも、おそらくは祖母の存在があってのことだろう。本人はそれに気づいていないようであるが。

    　ジュエリはふと窓から空を見上げた。

    　青い空を楽しそうに飛んでいく小鳥たちが見えた。

    　太陽がやけにまぶしくなっていた。

    　もうすぐ5月。ジュエリもようやく17歳の誕生日を迎える。

    　

    　ジュエリが仕事に取りかかってから10分程であったろうか。もっとたってるかも、後から考えるとジュエリにはそうも思える。

    　とにかく、それは突然、開いていたままの窓から飛び込んできた。

    　音もなくふわふわと宙に浮いたまま。それは、部屋の中央にある机の上までくると、ぴたりと静止した。

    　な…何なのよ、いったい…？

    　白くて、小さくて、なめらかな楕円体。

    　それは、どこからどう見ても＜卵＞にしか見えない。

    　卵…？

    　突然の来訪者に、とっさに声も出ない。

    　ジュエリはごくりとつばを飲み込み、目の前に浮かんでいる卵に怪訝そうな視線を集中させた。

    　まあ、害はなさそうだけど…。いったい何なの、これは？

    　ジュエリは卵とにらめっこを続けた。が、卵は机の上に浮かんだまま、微動だにしない。

    　これじゃ埒があかないわね。と、ジュエリは卵に言った。

    「ちょっとあんた、何か言ったらどうなのよ！　いきなり黙って人の家に入ってきてさ…」

    「私は、卵の妖精と言います」

    「…！」

    　しゃ…しゃべれるんなら、最初からそう言いなさいよ！

    　自分で言っておいて何だが、ジュエリはまさか卵ごときがまともに答えるわけはないと鷹をくくっていたのだ。そこへ返ってきた落ちついた返事。

    「…で、あんた、いったい何の用なの？」

    　ジュエリは卵から目を離さずにして尋ねた。

    　卵の妖精ですってぇ！　何よそれ！　そんなの初めて聞くわ。

    　ジュエリとて、見習いとはいえ、魔法使いのはしくれである。妖精についてはいろいろと勉強もした。特にジュエリは、暇を見つけて…と言うか、実際は仕事をさぼってだけど…、おばあさまの本棚にある分厚い本はほとんど全部読んでしまっていた。

    　だから、ジュエリは自分が知らない妖精なんていないという自負がある。

    　でも、卵の妖精って、そんな変な名前の妖精なんて聞いたことも見たこともないわ。どういうこと？　おばあさまの本に載ってない妖精？　そんなはずないわ。

    　何だかんだ言っても、ジュエリも祖母のことを尊敬していた。もっとも、本人はそのことを認めたがらないだろうが…。

    　…誰かが私をからかっているのかしら？

    　ふとジュエリは、同級生か誰かが、ジュエリを驚かそうとして窓の外から卵を飛ばしたんじゃないかと考えた。

    　それなら、卵の妖精なんて知らないのも説明がつく。

    　ジュエリは窓の外をちらっと見たが、人影は見えない。だが、このあたりは木が生い茂っているので、隠れるのはさほど難しいことではないのだ。

    　誰かしら？　癪だわね。…そうだ！　こいつを捕まえて卵焼にでもしてやれば…。いい考えだわ。捕まえてやろっと。

    　そこで、ジュエリは、自称＜卵の妖精＞に話しかけた。もちろん、捕まえようという素振りなどおくびにも出さずに。

    「…ねぇ、卵の妖精さん。あなたはどこから来たの？」

    　優しい声で話しかける。

    「私は、一生に一度だけ、人のもとを訪れるのです」

    　卵の妖精は、ジュエリの言葉を無視して言った。

    「一生に一度ですってぇ？」

    　ジュエリは質問を無視されたことなど忘れて、思わず卵の妖精に問いただした。

    「ちょっと、どういう事よ！　ちゃんと私に分かるように…」

    「私は、あなたを招待する為に遣わされたのです」

    　卵の妖精はジュエリの言葉をさえぎるようにして言った。

    　そして…。

    「えっ！　な…」

    　ジュエリが何か言おうとした時には、彼女の体はまぶしい光に包まれていた。

    　急速に景色がゆがんで、そして気を失った。

    　

    　

    　

    　変な感じ…落ちているような、上っていくような…。何かしら？　綺麗…。光が降ってくるみたい…。

    　ジュエリは光の粒子の中で意識を取り戻した。

    　雪の様に降ってくる光の粒は、ジュエリの体に触れると、小さくパッとはじけて蛍の様に瞬く。彼女はその光の粒の中に独り浮かんでいた。

    　ここはどこなのかしら…？

    　ジュエリは誰に尋ねるともなしに言った。

    『ここは夢の世界、心…。あなただけの世界です』

    　あの卵の妖精の声が頭の中に響いた。

    　あなただけの…世界…？

    　ジュエリには、まだよく分からなかった。

    　

    　しだいにまわりの光が薄れていった。

    　その時初めて、ジュエリは自分が鬱蒼とした深い森のなかにいることに気付いた。

    「う…うそでしょ…」

    　すでに心地よい浮遊感も幻想感も消えていた。

    　目の前には延々と木々が続いている。だが、不思議と森は暗くなかった。まるで、森自身が発光しているかの様に、辺りは淡い緑の光に包まれていた。

    　…まったく。頭痛くなりそうな景色ね。

    　でも、悩んでいても仕方がないか。

    　ジュエリは気を取り直すと、森のなかの獣道の様な細い道を歩き始めた。もっとも、この方向であっている自信なんてのは全然なかったけど。

    『あなたって子は、ほんとうに立ち直りが早いんだから』

    　母親の声が頭の中に浮かぶ。

    　ほんと、私って得な性格しているわ…。

    　怖かったけれど、ジュエリは強がってみせた。

    　さぁて、何でもでてらっしゃい！(…でてこない方がいいけど…)

    　

    　あっ。…ったくぅ。

    　道を進み始めたばかりであったが、さっきから＜魔法使いの前掛＞がヒラヒラと道ばたの小枝にひっかかり、どうも具合が悪い。

    　前掛の帯を結べばいいんだけど…ねぇ。

    　そんなことを悩みながら、歩いていた。

    　けど…ま、しかたないか…。

    　そう呟くと、ジュエリは、立ち止まって前掛の帯を結んだ。

    　その時、

    　カサッ…

    「えっ…！」

    　近くで物音がした。ジュエリは、さっと身を固くする。

    　どきどきどき…。

    　だ…誰かいるの。

    　ジュエリは辺りを注意深く見回した。が、目にはいるのは木と茂みばかり。

    　…気のせいかしら？

    　ジュエリが再び歩き始めようとしたその時、何かが目の前を横切った。

    「…！」

    　声も出なかった。

    　ウ…ウサギよね、今の。で…でも…。

    　それは再び茂みから飛びだすと、ジュエリの目の前で立ち止まった。ジュエリの方へ顔を向け、探るようにフンフンと鼻をかいでいる。

    　そ…そんなことって…。

    　確かにそれはウサギだった。ただし、ぬいぐるみの…ではあったが。

    　そのぬいぐるみには、いやというほど見覚えがあった。

    　ちょっとはげかけた白い毛皮、ビーズの赤い目、ふわふわした綿のようなしっぽ、愛らしいちっちゃな鼻…。どれもこれも、ジュエリには馴染み深いものだった。

    　あのぬいぐるみ、私がおばあさまの家に来る時…持ってこようかどうしようか、さんざん悩んで…、結局持ってこなかったのよね。でも、どうしてこんな所にいるの？　私の部屋に置いておいたはずなのに…。

    「ねえ、どうしてここに…」

    　ジュエリがぬいぐるみのウサギに話しかけようとした時、ぬいぐるみはパッと茂みに飛びこんだ。

    「待って！」

    　ジュエリは夢中で後を追った。

    　

    　どこへ行ったのかしら…？

    　もうぬいぐるみのウサギの姿は見えなかった。そのうえ、追いかけているうちにジュエリ自身も道に迷ってしまった。

    　ま、最初から迷ってたようなもんなんだけど…。

    　ジュエリは再び薄暗い森のなかを歩き始めた。

    　

    　しかし、どうなっているのかしら…この森は…。あれからもう、1時間は歩いたわよ。もうそろそろ、出口があってもいい頃じゃない？

    　まわりの木には、つるが巻いているものもあって、歩きにくい。そのうえ、道もだんだん狭くなってきていた。

    　不安がひたひたと足音を忍ばせて心の地平線に顔をのぞかせかかっている。それを、ジュエリは必死に押し沈める。

    　小さい頃から野山を駆け回っていたせいもあるのだろうか、これだけ歩きにくい森のなかを歩いても不思議と疲れを感じなかった。が、いいかげん、いやになってきてもいた。

    　もう…！

    　何度目かの、木の根に足をとられて転んだ時、ジュエリにはもう我慢できなくなった。

    「いいかげんにしてよ！」

    　ジュエリがそう叫んで顔を起こすと、森はすぐそこで終わっていた。

    　

    　ガサッ…、ガサッ…

    　ジュエリは無言で歩いていた。

    「今度は、何なのよ！」

    　森をぬけた時、思わずジュエリはそう叫んだ。

    　彼女が見たのは、荒涼と広がるイバラの草原だった。見渡す限り、イバラしか見えなかった。太陽はなかったが、空はぼんやりと白く輝いていた。

    　鋭い棘のついた枝で起伏の少ない大地にしがみつくように、イバラは低く遠くへと広がっていた。

    　後戻りも…できない…か。

    　後ろに広がる鬱蒼とした森を振り返りながら、ジュエリはつぶやいた。

    　ジュエリは、足元に注意しつつ、ゆっくりとイバラの草原に足を踏みだした。

    　振り返ることなく歩く。

    　イバラを踏みしめる乾いた音だけがあたりに響く。

    　そんな彼女のとなりを冷たい風が吹きぬけ、ジュエリはぶるっと体をふるわせた。

    　…どうしてこんな所を歩かなくっちゃならないの？

    　考えれば考えるほど、考えた分だけ、だんだん悲しくなってくる。

    　…こうなったら、世界の果てまでだって歩いていってやるんだから…。

    　こぼれそうになる涙をぐっとこらえながら、ジュエリは前方を睨みつけた。

    　ただただ、無言で歩き続けた。

    　

    　突然視界に入った人影に、ジュエリは自分の目を疑った。

    　お…おばあさま？

    　ジュエリのずっと前のほうに祖母ジェシカの姿がある。

    　今のジュエリにとっては、なぜ祖母がこんな所にいるのかなんてどうでもよいことだった。知っている人に会えたこと、それがただただ嬉しい。

    「おばあさまーっ！」

    　ジュエリは祖母の方へむかって走りながら叫んだ。

    　おばあさまに会えるのがこんなに嬉しい時があるなんて…。

    　ジェンカもジュエリの声が聞こえたようで、立ち止まってジュエリの方を振り返った。

    「はぁ…はぁ…、おばあさま…」

    　ジュエリは息をきらせながら、話しかけた。聞きたいことは山ほどある。

    「…ここは、いった…」

    「ジュエリ！　こんな所で何をしているんです！」

    「えっ…」

    　ジュエリは一瞬何を言われたのか理解できなかった。

    「まだ部屋の片付けもすんでいないのでしょう」

    　祖母ジェンカは、眉間にしわを寄せたままそう言った。

    「で…でも…」

    「もう言い訳は聞き飽きました。あなたはどうして言われたこともできないの？」

    　違うのよ！　そうじゃないわ。私は…。

    　ジェンカはジュエリが口を開く間も与えずに言葉をついだ。

    「…まったく、あなたって子はいつだってそうなんだから。隣町に手紙をもっていってもらった時も、あんまり帰りが遅いんでどうかしたのかと思ったら、友達の所へ転がりこんでて…。私がどれくらい心配したと思っているの！」

    　そりゃあ、あの時のことは悪いと思っているし反省しているわ。

    　でも、今はそうじゃないわ。変だと思わないの？　仕事をさぼるとかじゃなくって…、そんなことじゃないのよ。違うの！　どうして、どうして分かってくれないのよ！

    　普段であったら、これくらいのお小言は何でもなかっただろう。でも、今は…。

    　おばあさま…。

    　もう祖母が何を言っているのかも分からない。

    「私はね、…ジュエリ、ジュエリ、どこへ行くの！　待ちなさい！　ジュエリ！」

    　もう、いやっ…！

    　ジュエリは駆けだした。涙がこぼれそうになるのを必死にこらえて…。ただひたすらに走った。

    　悲しかった。ただただ、悲しかった。

    　だから、ジュエリは走った。

    　

    　ジュエリは歩きながら、先程のことを思いだしていた。

    　走ってきちゃったけど…、また心配しているかな。…でも、おばあさまがいけないのよ…。

    　…でも、結局、また独りか…。

    　重い気持ちのまま、ゆっくりと顔を上げ、ジュエリはイバラの中を歩き続けた。何かをしていなければ、気持ちが押しつぶされてしまいそうだったから。だから、ジュエリは何も考えないようにして、ひたすらに歩き続けた。

    　しかし、ジュエリは気付かなかった。彼女の後ろでは少しずつイバラが若草に変わっていったことを…、彼女がケガ一つしなかったことを…。

    　

    　どれくらい歩いただろうか。イバラの草原の向こうに小高い白い丘が見えた時には、救われた気持ちになった。

    　ふぅ…。

    　ジュエリは、ため息をひとつつくと、白い丘へ登っていった。丘に雪が積っているわけではなく、丘の土の色自体が白かった。

    　地面に反射した光がジュエリを淡く照しだす。

    　ここまできたら、もう意地よね。

    　

    　しばらく行くと、彼女の前方にぼんやりと建物らしきものが見えてきた。

    　何かしら…？

    　ジュエリが訝しんでいるうちに、それは光をかき分けるようにしてみるみる近付いてきた。

    　それはガラスでできた巨大な城だった。

    　ジュエリはその前に立った。

    　美しさだけではなく重厚さをもそなえた王城。空と丘からの光がガラスの内部で複雑に反射して、きらめくような輝きを放っている。

    　綺麗…。

    　ジュエリは、しばらくの間、角度によって七色のごとく輝くガラスの城を陶然と見上げた。

    　やがて、城門がゆっくりと開き…、ジュエリは自然と城の中へと足を踏み入れていった。

    　城内も全てガラスでできていた。

    　まわりから柔らかい光がジュエリを包み込んだ。

    　夢見心地ってこういうのを言うんだろうな…、とジュエリはぼんやりした頭で考えた。

    　ここには時間の流れすら存在しないようだった。

    　

    　あっ…。

    　ジュエリはふと我にかえって辺りを見回した。

    　どうして今まで気付かなかったんだろう…。彼女のそばを足早に通り過ぎる人、柱にもたれかかって考えこんでいる人、お喋りしながら歩いていく若いカップル…。この城の中にはたくさんの人がいた。

    　辺り一帯に和やかな空気がゆっくりと流れている。

    　平和な光景…。けど、何かみんなどっかで見たことがあるような気がするのよねぇ…。

    　心のどこかに引っかかるものを感じながら、ジュエリは首をかしげた。

    　

    　悩んでいてもしかたがないし、他にすることもないので、とりあえずジュエリは城内をぶらぶら歩いてみることにした。

    　ガラスの彫像。大きなシャンデリア。多くの人が集うホール。天井を支える巨大な柱。どれもこれも、神の手によるものかと思えるほどの華麗さと美しさの調和の中にある。

    　しっかし、本当に綺麗なお城ねぇ…。これなら、いつまで見ていても飽きないわ。

    　ジュエリが感心しながら天井の高い広い廊下を歩いていくと、突然、立派な扉のある部屋の前にたどり着いた。その扉はとても大きく、表面には天使と花の豪華な装飾がなされていた。

    　まるで宝物殿みたいね。何が入っているのかしら？

    　ジュエリはふと立ち止まると、好奇心にかられて扉に手をかけた。

    　すると、扉はまるでひとりでに開くかのように軽く動いた。

    　ジュエリは慌てて手を引っ込めたが、扉はそのまま開ききってしまった。

    「えっ！」

    　その中の光景にジュエリは思わず声を上げた。

    　

    　部屋の中には大きな棚がいくつもあり、いろいろなものが飾ってあった。大小さまざまの古ぼけたぬいぐるみ、おとぎ話の絵本、かわいらしいお人形、小さな白いセーターに赤い手袋、色あせた古い日記帳…。

    　中には、あのウサギのぬいぐるみの姿もあった。

    　どれもこれも…、懐かしいものばかりじゃない…。

    　ジュエリは誘われるかのように部屋の中へと足を踏み入れた。

    　まるで、このお部屋には私の思い出がつまっているみたいね…。

    　壁一面に広がる棚を見まわしながら、ジュエリはそんなことを思った。

    　

    　そう言えば…。

    　ふとジュエリは、ある事に気付いた。

    　『ここは夢の世界、心…』っていう卵の妖精さんの言葉でしょ…、ぬいぐるみのウサギに…それに…。

    　この世界にきてからのことが、走馬燈のように次々とジュエリの頭のなかを駆けめぐった。

    　そして、一つの可能性が心の中に浮かび上がる。

    　…試してみる価値はあるわね。…何がいいかしら…、そうだわ！

    　彼女は頭からワインレッドのリボンを外すと、両手で胸に抱えた。

    『お願い、ウェディングヴェールになって！』

    　ジュエリは目を閉じて一心にリボンに念じた。

    　そして…。

    　ジュエリがゆっくりと目を開けると、彼女の両手の中のものはリボンから綺麗な純白のウェディングヴェールになっていた。

    　やっぱりね！

    　ジュエリは全てを理解した。

    　ここは私の心の世界。私の心が形になっている世界。このお城にいる人は、みんな私の心に住む人、だから見たことがある気がしたんだ…。

    　ジュエリはウェディングヴェールを床へ投げ捨てると、キッと天井を睨みつけた。

    「卵の妖精さん、どうして私をこんな所へつれてきたのよ！」

    　ジュエリは、どこにいるとも知れない卵の妖精に向かって言った。

    『ここはあなたの世界。人は一生に一度だけ、この世界に移り住む機会を与えられるのです。望みさえすれば、あなたはこの世界の住人になれるのです』

    　それは予期しなかった言葉だった。

    　再び、卵の妖精の言葉が頭の中に響く。

    『迷いの森をぬけ、悲しみの草原を通って、喜びの城にたどり着いたあなたは、この城の中で暮すことができる権利を得たのです。喜びにあふれているこの城で…』

    　私が、このお城に住むことができるですって！

    　その言葉に、ジュエリの心は揺れた。

    　そりゃ、こっちの世界にいればさ、煩わしい仕事に悩まされなくてすむし…。願い事はすぐにかなえられるし…いつだって、好きな時にね…。確かに、この世界は魅力的よ…。このお城で暮せるなんてさ…。

    『決めてください、さあ…』

    　でも…、でもね…。

    　ジュエリは叫んでいた。

    「帰して！　私をもとの世界に帰してーーーーーっ!!」

    　

    　

    　

    　気付くとジュエリは窓辺に立っていた。

    　いつの間にか泣いていた。

    　何も変わっていなかった。時間すらたっていないようだった。

    　ジュエリは頬に残る涙の跡を手でこすると、窓の外を一瞥した。

    「私の知らない妖精なんてさ…」

    　ジュエリはそれだけ呟くと、窓に背を向けた。

    　リボンのなくなったジュエリの髪がふわりと揺れる。

    　祖母が帰ってくるまでに仕事を済ませてしまわなければならない。

    　それは、ジュエリにとって退屈な仕事だった。

    　

    　

    完
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